
今年は、平成23年紀伊半島大水害から15年を迎えます。自然災害はいつ、
どこで起こるかわかりません。過去の教訓を忘れず、日頃の防災対策を見直し、
いざというときに備えましょう。

特集1

紀
き

伊
い

半
は ん

島
と う

大
だ い

水
す い

害
が い

から15年
ね ん

命
い の ち

を守
ま も

るための備
そ な

え

INTERVIEW - 01

INTERVIEW - 02
あの日は、辺り一面が濁流にのみこまれ、とても怖

かったですし、今でもその恐怖心は残っています。 当
時は、「近所の人たちを助けないと」という気持ちも強
く、ボートで高齢者や孤立している住民の救助に向か
いました。水害の経験から、皆さんに伝えたいことは

「怖いと思ったら、すぐ逃げること」です。 何よりも命
を優先して、早めに避難してほしいです。

災害を忘れないように、また、地域を元気にしたい
という思いで、水害の翌年から毎年ひまわりを育てて
います。 今でも、ひまわりの開花時期にはたくさんの
方が見に来てくれますし、私自身も明るい黄色のひま
わりから元気をもらっています。

2011年9月、台風第12号による記録的な豪雨
により、紀伊半島では大規模な土砂災害や河川の
氾
はんらん

濫が相次ぎました。県内では死者·行方不明者が、
那智勝浦町29人、新宮市14人、田辺市9人、日高川
町4人、古座川町3人、みなべ町1人、有田市1人の
計61人、全壊·半壊などの建物被害が8,465棟に
上る甚大な被害が発生しました。

紀伊半島大水害では、記録的な大雨により河川の氾濫だ
けでなく土砂災害も各地で発生しました。 土砂災害が発生
する際には、前兆現象（前ぶれ）が確認されることが多いた
め、普段と違う異変を感じた場合はすぐに避難しましょう。
さらに今年5月からは、新たな防災気象情報の運用（詳しく
は5ページで紹介）も始まりました。 土砂災害や大雨の危険
が高まる前に、早めの行動を心がけましょう。

自主防災組織とは、地域住民が協力しながら、自分たち
の地域を守るために自主的に活動する防災組織です。

防災訓練は毎年行っており、参加者の反応を見て、
訓練の内容も毎回少しずつ変えています。 紀美野町
も3年前に水害の被害を受け、避難所を開設しました
が、訓練の経験もあり、大きな混乱なく運営すること
ができました。実際の避難時に見つかった課題は、対
策を考え、次の訓練で試すようにしています。

過去の訓練で、学生と地域の人が防災を語り合うメ
ニューがあり、交流の時間として参加者から好評でし
た。 実際の避難時には「避難所には知っている人が
いるから安心する」といった声もあり、普段から地域
で顔を合わせる機会をつくっておくことが何より大切
だと思います。
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❖ 土砂災害の性質と前兆

◼ �山鳴りがする
◼ ��川の水位が下がる
◼ ��川が濁り流木が 

混ざる

◼ �崖からの水が濁る
◼ �崖に亀裂が生じる
◼ �崖から小石が 

落下する

◼ �地面にひび割れが生じる
◼ �沢や井戸水が濁る
◼ �斜面から濁った水が 

噴き出す

大
だ い

水
す い

害
が い

で起
お

きたこと

大
お お あ め

雨の際
さ い

に
注
ち ゅ う い

意したい前
ぜんちょう

兆

地
ち い き

域の力
ちから

で災
さ い が い

害に備
そ な

える
「自

じ し ゅ

主防
ぼ う さ い

災組
そ し き

織」の存
そ ん ざ い

在

撮影場所：下神野小学校体育館
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